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5、 あとがき 
1、 前書き 
めんどかったら読み飛ばしてもらっても結構 
物理班の技術衰退を止めるべく書かれたマニュアル本。 
Wiki みたいに足りないところがあったら、MEMO 欄にどんどん書き込んでっ
てください。その後ワードに書き下ろすと色々便利。 
電子工作編、無線編、PC編と 3つあるので保管するとか、班員全員に配布する
とかしたらいいかもよ。 
正直、三つある中のどれかをやってくれればいいので、頑張って。 
あ、後先輩はマニュアル見ながら後輩に教えてやってね。あんまり詳しいこと

は書かないので。 
文字のサイズが途中からころころ変わったりしてるけど気にしないで頂戴 
 
以上 
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2、 電子パーツの種類 
電子パーツには能動部品、受動部品、補助部品、機構部品、その他の部品の 5つの種
類があります。呼び方など、小難しく聞こえますが、こんなのもあるのだなと思って、

読み流す程度でいいと思います。一つ一つの説明は 
 
(1) 能動部品 
入力と出力を持っており、電力を加えることで、入力と出力に一定の関係を持たせるような

素子のこと。 よく言われる ICとか LSIとかもこの部類に入ります。 
 例) トランジスタ、IC、ダイオード、オペアンプ等 
 
(2)受動部品 
受動部品はそれ自体では機能しません、しないけれども能動部品と組み合わせたら機能する

部品です。もちろん、部品によって働きは違います。 
 例) 抵抗、コンデンサ、トランス、コイル 等 
 
(3)補助部品 
素子を接続したり、固定したりするための部品。 
 例) スイッチ、基板、コネクタ、端子 等 
 
(4)機構部品 
機械的に加工されたり、機械的な部品を組み合わせて使ったりする部品。 
電子パーツを保護したりするもの。 
 例) 押出ヒートシンク、絶縁シート 等 
 
(5)その他の部品 
1~4以外のパーツ、としか言いようが無い。 
 例) 電池、モーター、センサー類 等 
※ そこまで明確な基準があるわけでは無いようで、スイッチとかは機構部品といわれる場合もあるそうです。 
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3、 電子パーツの扱いについて 
電子パーツには多くの種類がありますが、それぞれ使い方があります。 
最低限、これくらいは知っておかないといけないと思われることは、 
規格と最大定格、そして取り付け方です。 
(1) 規格 
格部品にはそれぞれ上手く使うための規格が存在します。（パーツごとに違うの

で一々言及はしない） パーツごとの説明のときに書きますので、それをよく

理解して使うことが故障を防いだりします。 
(2) 最大定格 
部品にはそれぞれ最大定格というものがあります。 
部品はその最大定格内で使うことが前提となっています。 
最大定格を超えて使ったりしたら故障の原因となったり、最悪怪我の原因とな

ったりします。気をつけましょう。 
（簡単かつ大雑把に説明したら、モーターは電池をつければつけるほど早く回

りますが、大量につけすぎると壊れた経験無いですか？そういうこと） 
また、特に余裕を持って、部品を使うことをディレーティングといいます。 
パーツの特性を活かすことができるので、できるだけこれを心がけましょう。 
(3)取り付け方 
部品の大きさは様々です。それぞれの大きさなどを考えて使いましょう。 
これもパーツごとの説明のときに書きます。 
取り付け方を正しくしたら、スペースが節約できたり、よく放熱されたりしま

すので、できるだけ正しい取り付け方をするように気をつけましょう。 
※ 熱に気をつけよう！ 
部品からは必ず熱が発生します。特に大きな電気を流す際や、電源

などでは放熱性も十分に考えましょう。 
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4、パーツごとの説明 
電子パーツには色々な種類があると書きました、基本的なものだけでも、詳し

く書いていきたいと思います。 
 
(1) 抵抗 
レジスタとも言います。名前の通り、電気の流れを邪魔する働きがあります。 

この邪魔する力の大きさを「電気抵抗」と言って Ω という記号で表します。 

また、オームの法則より(知らんかったら調べれ) 

 Ω(電気抵抗) ＝ V(抵抗両端の電圧) ÷ I(流れる電流) 

という関係が成り立っています。 
 
写真 

カーボン皮膜抵抗器 

抵抗にはそれぞれ抵抗値がありますが、小さなものなので、数字を書くことが

できなくなってきました。そこで考えだされたのがカラーコードです。 
色で抵抗値をあらわすことができるものです。印刷が端によっているほうから

（写真では右から）第一色帯、第二色帯、第三色帯、第四色帯といいます。（次

のページに表があります） 尚、上の写真はカーボン皮膜抵抗器ですが、他に

もセメント抵抗、金属皮膜抵抗器などと色々種類があります。 
回路図記号は以下 

回路図記号 略号 

 
R 
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カラーコード表 
┏━┯━━━━┯━━━━┯━━━━━━━━┯━━━━━━━━━┓ 
┃色│第１色帯│第２色帯│第３色帯（乗数）│第４色帯（許容差）┃ 
┠─┼────┼────┼────────┼─────────┨  
┃茶│ １  │ １  │ １０の１乗  │   ±１％   ┃  
┃赤│ ２  │ ２  │ １０の２乗  │   ±２％   ┃  
┃橙│ ３  │ ３  │ １０の３乗  │         ┃  
┃黄│ ４  │ ４  │ １０の４乗  │         ┃  
┃緑│ ５  │ ５  │ １０の５乗  │  ±０．５％  ┃  
┃青│ ６  │ ６  │ １０の６乗  │  ±０．２５％ ┃  
┃紫│ ７  │ ７  │ １０の７乗  │  ±０．１％  ┃  
┃灰│ ８  │ ８  │ １０の８乗  │         ┃ 
┃白│ ９  │ ９  │ １０の９乗  │         ┃  
┃黒│ ０  │ ０  │ １０の０乗  │         ┃  
┠─┼────┼────┤        │         ┃  
┃金│    │    │ １０の－１乗 │   ±５％   ┃  
┃銀│    │    │ １０の－２乗 │   ±１０％  ┃  
┃無│    │    │        │   ±２０％  ┃  
┗━┷━━━━┷━━━━┷━━━━━━━━┷━━━━━━━━━┛ 
 
これだけじゃよくわからんと思いますので、例をあげます。 
例えば第 1色帯から 茶、黒、赤、金 だったとします。 
計算方法は (第 1色帯×10 ＋ 第 2色帯) × 第 3色帯 (誤差は第 4色帯) 
ですので、表と照らし合わせて、 
 
茶→1 黒→0 赤→2 金→±5% より・・・ 
 10 × 10の二乗 = 1000Ω =1KΩ 誤差は±5% 
となります。 
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